
 

 

 

 

   

夏休みが終わり、子どもたちの元気な顔が学校に戻ってきました。１年生に新しいお友達を迎え、２７５人での２

学期がスタートしました。朝、各教室を回ってみると、元気にあいさつしてくれる子どもが多く、夏休みに楽しい毎日

を過ごした様子が伝わってきました。２学期は、運動会や学年ごとの校外学習等、行事が数多くあります。実りの秋

となるよう、教職員一同力を合わせて取り組んでまいります。 

さて、８月１４日の「浅科どんどん祭り」に実行委員として参加させていただきました。「魚のつかみどり」の役員

を仰せつかり、子どもたちの様子を見守りました。4年ぶりの開催ということで、楽しみにしていてくださった方が多

く、雨模様の中、大勢の方が参加してくださいました。途中、心配されていた雨も上がり、盛大にお祭りが行われま

した。「魚のつかみどり」では、「小学校入学前」「小学校1年～3年」「小学校4年～中学生」と時間が分かれて

いました。どの時間も子どもたちでいっぱい。魚に全力で向かっていく姿に感動しました。捕まえた魚は、ご家庭で

おいしく調理していただけたことでしょう。 

コロナが5類となり地域行事も以前の様子を取り戻してきました。学校も以前のような活動に戻していくことも大

事ですが、コロナ禍で学んだ行動様式も取り入れながら、行事や学びの新しい形についても考えていきたいと思

います。「子どものために」と「教職員の働き方改革」の両方の視点で吟味していきたいと考えています。 

保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

【２学期始業式 学校長の話 「本気で挑戦しよう！」】 
1学期の終わりに、「夏休みにしかできないことに挑戦しましょう」とお話ししました。 

そこで校長先生も、夏休み中に何かに挑戦したいなと考えました。小学生のころ何度挑戦してもできなかった「ほおずき

笛」に挑戦することにしました。 

校長先生のおばあちゃんは、１０３歳で亡くなりましたが、「ほおずき」が大好きで

「ほおずき笛」を鳴らすことがとても上手でした。お盆、おばあちゃんのお墓に「ほ

おずき」を飾っていたとき、ふと、「子どものころおばあちゃんに、ほおずき笛を教え

てもらったけど、一回もできなかったな。今ならできるかな、もう一回、挑戦してみよ

う。」と思ったのです。 

さて、「ほおずき笛」を鳴らすためには、まず「ほおずき」の実の中身を抜いて風

船のようにする「ほおずきふうせん」を作る必要があります。この作業が思った以上

に大変でした。子どものころは簡単にできたような気がしたのですが、時間と根気

が必要でした。 

 まず、実を丁寧に揉んで、柔らかくします。その後、実の付け根の部分をそっと剥が

します。 

２0分間 揉んでみました。・・・やぶけてしまいました。まだ、中身にかたい部分があって、ひっかかってしまったのです。 

30分間 揉んでみました。･･･やぶけてしまいました。全部で5回、挑戦しました。・・・全部やぶけてしまいました。 

「ほおずき笛」を練習するどころか、「ほおずきふうせん」を作ることがあまりにも大変で、心がくじけて、あきらめそう

になりました。でも、何とか自分を励まして６回目に挑戦しました。今度は、付け根の部分を無理して剥がさずに、自然に

汁が出てくるまで揉み続けようと決めました。1 時間 10 分もんだときです。汁が出てきました。そこで、付け根の部分を

そっと剥がし、つまようじでほぐしながらゆっくりひくと、破けずに中身を抜くことができました。不思議な達成感がありま

した。コツをつかんでからは、続けて４個、成功させることができました。 
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家庭数配布 

 

＜ほおずきふうせん＞ 



＜8月＞ 

３０日(水)一斉下校 

３１日(木)避難訓練 

＜９月＞ 

１日(金)来入児保護者会① 

４日(月)～1５日(金) 

      運動会特別時間割 

９日(土)PTA作業(1０日予備日) 

1６日(土)運動会(1７日・２０日予備日) 

１９日(火)運動会振替休日 

２２日(金)1年生遠足 

２３日(土)金管バンド東海大会参加 

 

さて、「ほおずきふうせん」を丁寧に洗って練習開始です。約１週間、毎日練習しましたが、結局、うまく音がでるように

はなりませんでした。（ちょっと やってみます） 

校長先生のおばあちゃんは、口の中で膨らませて何度も音を出すことができていました。お手本になる人がいるとイメ

ージがつかめて練習をしやすくなるかなと思って、親戚のおばさんに録音させてもらいました。目指すのは、こんな感じ

の音です。（音を流します）今回の挑戦では、ここまでできるようにはなりませんでした。でも、残念とかやらなければよ

かったとかは、まったく感じません。がんばって挑戦したことの気持ちよさを味わうことができたからです。そして、もっと

練習してコツをつかんで、できるようになろうと思っています。 

さて、2学期は、1年間で1番長い学期です。運動会、収穫、命を守る学習、遠足、見学、旅行など、挑戦するチャンスが

たくさんあります。挑戦した結果が自分にとって満足のいかないこともあるでしょう。しかし、本気で挑戦し続けることが

みなさんを大きく成長させます。 

さあ、2 学期の挑戦が始まります。先生達もみなさんのことを、支えて応援してくれます。自分の力で、自分を成長させ

るために、本気で挑戦しましょう。 

  

 

 ２学期の主な予定 
＜10月＞ 

３日(火)2年生乗り物遠足 

    ４日(水)教育課程研究協議会 

1３日(金)地域参観日 

学校保健委員会 

１８日(水)～１９日(木)6年修学旅行 

20日(金)3年生社会見学 

＜11月＞ 

２日(金)望月浅科連P教育懇談会 

9日（木）人権参観日 

15日(水)4年生社会見学 

22日(水)児童会祭り 

＜12月＞ 

６日(水)～1２日(火)個別懇談会 

2６日(火)２学期終業式 

 

 

 

金管バンドクラブ 東海大会へ 
 ８月２日に行われたバンドフェスティバルにおい
て、浅科小学校金管バンドクラブの演奏が「スペシ

ャルディキシー賞」をいただきました。 

 また、９月２３日（土）に岐阜県で開催される東海

大会に、長野県代表校として出場することが決定し

ました。 

 みなさんに楽しい演奏を届けることができるよう

に、一人一人が自分自身の課題と向き合い、練習

を積み重ねてきた成果が発揮されましたね。 

 おめでとうございます。 

 

あいさつ運動（川西防犯協会女性部の皆さま） 
 

＜８月２５日（金）＞ 

参加してくださっ 

た方達から「道です 

れ違うときには、一 

人でもしっかりと挨 

拶ができる。浅科小 

の子どもたちの挨拶は素直で気持ちがいい。」とほめていた

だきました。   

これからも「気持ちが伝わる挨拶」ができるよう、子どもた

ちを励ましていきたいと思います。 

 


